
ホームページ分析とコンテンツマーケティングの基礎

サイト分析



FACE1 Web解析とは

Web解析・・・
デジタル化されたユーザーの⾏動を読み解き、情報の価値を知り、
⾃分のビジネスに活かすための基礎技術
「ウェブ解析⼠認定試験公式テキスト 2018 第9版」 第1章

≠ アクセス解析（⾃社サイトへのアクセスデータの解析）

分析 解析 対策の実施

物事を⼀つ⼀つの要素に分けて、その構成を明らかにする

構成要素を理論的に調べて、本質を明らか
にする

現状を把握する 原因・課題・施策を
発⾒する



FACE2分析・解析の主なフロー

仮説を⽴てる

どの数値によってその仮説が⽴証されるかを考える

該当箇所のデータを⾒る

さらなる原因特定のため「トレンド」や「セグメント」を利⽤して分析を⾏う

得られた結果から改善・活⽤案を考える

なんとなくデータを⾒るのではなく、最初に仮説を考える︕



FACE3 Google Analyticsとは

https://www.google.com/analytics/web/?hl=ja

Googleが提供している無料で使⽤できるアクセス解析ツール「Google Analytics」

データ計測のためにはトラッキングコードと呼ばれるコードをページに組み込みます。
ユーザーがページにアクセスするとこのコードが実⾏されてGoogleのサーバーにデータが蓄積され、
それをGoogle Analyticsで計測しています。

https://www.google.com/analytics/web/?hl=ja


FACE4 Google Analyticsアカウント開設から導⼊まで

Google Analyticsの設置の流れ

Googleアカウントの取得

トラッキングコードの取得と設置

ログインしてアクセス解析データを確認



FACE5 Google Analyticsの基本項⽬

●ユーザー
指定した期間内にウェブサイトを訪問したユニークユーザーの数を意味します。同じユーザーが何度訪問しても１ユーザーとしてカウントされます。

●セッション
ウェブサイトが合計何回訪問されたかを意味します。ウェブサイトを訪れてから離れるまでの⼀連の⾏動が１訪問としてカウントされますが、
⼀度ウェブサイトを離れてから３０分以内の再訪問であれば同⼀の訪問としてカウントされます。

●ページビュー数
指定した期間内にウェブサイトを訪問した全ユーザーが閲覧したページの合計数を意味します。

●平均セッション時間
ユーザー１⼈当たりの平均サイト滞在時間を意味します。ウェブサイト内のページを２ページ以上閲覧したユーザーの滞在時間の平均値です。

●直帰率
ウェブサイトを訪問して１ページしか閲覧しなかった訪問の割合を意味します。

●新規セッション率
初めてウェブサイトを訪れた訪問の割合です。これに対して２回⽬以降の訪問は「リピーター」と定義されます。



FACE6指標とディメンジョン

Google Analyticsのデータは、「指標」と「ディメンジョン」とで構成されており、
その組み合わせでのデータを確認しながら、分析を⾏う事ができる。

指標

ディメンジョン

・・・データを定量化したもの
セッション数、ユーザー数、ページビュー数など
サイトのアクセス状況を評価する定量データ

・・・データの属性を表すもの
端末の種類、地域、参照元など、アクセス状況の定量データを
細分化して分析する際の基準となる切り⼝

×

単なる指標も・・・ ディメンジョンと掛け合わせることで、
インサイトが得られる

例）川崎からのアクセスを
もっと増やすことが出来ないか︖



FACE7 Google Analyticsでの初期設定

□関係者のアクセスを除外する
⾃社や制作会社のサイトアクセスのデータを、分析対象のデータから
除外して、ターゲットユーザーのみのデータで解析を⾏う。
設定メニュー︓【管理】→【ビュー】→【フィルタ】

□⽬標設定
サイトでの⽬標とするアクション（コンバージョン）の件数を計測
できるようにして、コンバージョンに⾄る要因を解析する
設定メニュー︓【管理】→【ビュー】→【⽬標】

□トップページの設定
同⼀ページでURLが異なる場合に、正しくページ単位でのアクセス状況を
確認できるようにする。
設定メニュー︓【管理】→【ビュー】→【ビューの設定】

解析⽤のデータを正しく収集するために、計測を開始するタイミングで
必ず抑えておかなければならない設定が下記の3つです。



FACE8オンライン広告活⽤の効果測定⼿法

リンク先URLの
個別設定

コンバージョン
測定

◆コンバージョントラッキングタグを取得（広告配信ツールより）
効果測定機能を「有効にする」にし、取得したコードを注⽂完了ページなどのHTMLに埋め込む

Google Analyticsと
リンクさせる

Google Analytics
（アクセス解析ツール）

Google 広告
（広告配信ツール）



FACE9コンバージョン獲得に向けての解析ステップ

Google Analyticsメニュー
段階的に改善のプロセスを進めることが重要︕

例︓弊社運営のIMA検定のサイトで100件の申し込み獲得⽬標に対して、影響する要素

最終ゴール達成のために

「どのステップが課題か」
「ステップごとにクリアすべき基準はいくらか」

を明確にしていれば、
Google Analyticsで確認すべき指標も明らかになる



FACE10分析をサポートするGoogle Analyticsの便利機能

Analytics Intelligenceの機能の⼀部。
機械学習を活かして、収集したデータから様々なヒントとなるデータを提⽰してくれる機能。

ウェブサイトの
注⽬すべき変化を
伝えてくれる

質問に対して
関連したデータを
提⽰してくれる
（現状はアプリ版のみ）



FACE11サイト最適化のために必要な2つの分析視点

ウェブサイトの最適化には、2つに視点でのサイト解析が必要です

数値分析 ⾏動分析× → CV獲得ターゲット集客 ×

オンライン広告なども
活⽤した集客施策

サイト解析

数値分析 ⾏動分析ウェブサイトの状況の分析
課題となる項⽬の抽出

サイト内のページ分析
具体的な改善案の創出

下記のような点について総合的に分析
・セグメントごとの集客効率はどうか
・訪問者を取りこぼしているページはないか
・申し込みしやすいページになっているか
など

数値分析では判断できない部分を分析
・訪問者が興味を失っているのはどこか
・申込につながりやすいUIになっているか
・サイト改善は効果につながっているか
など



FACE12 ヒートマップツールとは

ウェブサイト上でのユーザーの動きを可視化できるツールです



FACE13 ヒートマップ分析の事例その１

仮説検証 ユーザービリティ検証


